
令和元年度 国立赤城青少年交流の家 教育事業（民間企業等連携事業） 

「育パパ＆育ママ応援ファミリーキャンプ 

in国立赤城青少年交流の家２０１９秋」 

 

１．趣旨 

  当機構は、体験活動を通した青少年の自立を目指し、幼児期からの体験活動や基本

的な生活習慣の育成について推進するとともに体験の場と機会のさらなる充実につ

いて取り組んでいるところである。本事業は、その具体的な事業の一つとして、民間

企業等との連携による教育事業等の質的・量的な拡充を図るため、民間企業との共

催事業を実施し、民間企業と連携したモデルを構築する。 

 

２．事業の概要 

 （１）期日 

   令和元年１０月５日（土）～６日（日） 

 （２）参加者 

   ①参加対象 幼児・小学生を含む家族・親子 

   ②参加人数 ３６名（１４家族） 

保護者１８名 小学生１３名 幼児５名 

東京都５家族、千葉県４家族、埼玉県３家族、神奈川県２家族 

 

３．企画運営のポイント 

・「長七郎山ハイキング」、「森の散策」を通して、赤城山の大自然の中で、秋の自然

を満喫する機会と場を提供する。 

・「パパママ向け講座」では、体験活動や規則正しい生活習慣の大切さなどを保護

者向け伝えるとともに、パパママの交流を図る場とする。 

・「絵本の読み聞かせ」では、学生ボランティアによるパジャマへの着替えや歯磨

き指導の後、読み聞かせ等を行う。 

・地元の近隣施設の連携強化も踏まえ、「さつまいも掘り」体験を実施し、赤城周辺

の魅力を参加者に伝える。 

 

４．日程 

 午 前 午 後 夜 

１０月 

５日

（土） 

浅草駅発－（特急りょうも

う号）赤城駅着 

はじまりの会 

長七郎山ハイキング 

ぐんまちゃんと写真撮影 

ミニキャンプファイヤー 

パパママ向け講座 

絵本の読み聞かせ 

１０月 

６日

（日） 

森の散策 

おわりの会 

さつまいも掘り 

赤城駅－（特急りょうもう

号） 

浅草駅着 

 

 



５．主な活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 「長七郎山ハイキング」  「長七郎山ハイキング」   「パパママ向け講座」 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「読み聞かせ」       「森の散策」     「さつまいも掘り」 

 

６．成果と課題 

 （１）参加者アンケート結果 

   満足 １１家族（７９％）  やや満足 ３家族（２１％） 

 （２）参加者の声 

・普段できない体験ができ、気の合うお友達も作れてよかったです。 

・子供とゆっくり向き合える時間が持てました。これからも、子供とゆっくりと

過ごせるプログラムに期待します。 

  ・ハイキング、さつまいも堀りなど、秋を満喫でき、大満足です。 

・多くの施設に行きましたが、ボランティアの方が食事を同じテーブルで食べて

くれたのは初めてでした。ボランティアの方が、根気よく、子供の相手をして

くださり、助かりました。 

 （３）成果 

①キャンプに参加しようと思ったきっかけで一番多かったのは、「プログラムに魅

力を感じたから」であることから、プログラムの企画は良かった。 

②交流の家のプログラムだけではなく、近隣施設と連携し体験活動プログラムを提

供した。このことにより、都内に住む家族にとっては、赤城の自然や観光施設を

満喫する内容となったと思われる。 

③ボランティアが、活動プログラム中はもちろん、食事中も含めて、家族と一緒に

過ごしながら、子供の面倒など、細かい点に気を配って動いてくれたことで、参

加者から感謝のお言葉をたくさんいただいた。 

 （４）課題 

  ①民間企業との連携事業２年目となり、昨年度に比べるとスムーズな運営となって

きたが、参加者の把握、参加者への連絡、体験プログラム提供機関への連絡等、

さらに細部にわたって、丁寧にやり取りし、連絡調整を図る必要がある。 

  ②プログラムに企画にあたって、自然体験活動に関するニーズ及び子供同士が仲良

くなることの要望も見受けられてことから、内容の充実を図る必要がある。 

 

担当：事業推進係長 福岡 公平 


